
日
本
の
水
道
事
業
は
苦

難
の
道
を
迎
え
て
い
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
等
に
よ
る
使

用
水
量
と
収
入
の
減
少
は

避
け
ら
れ
ず
、
高
度
成
長

期
に
建
設
さ
れ
た
膨
大
な

水
道
施
設
は
、
老
朽
化
に

伴
う
更
新
投
資
の
時
代
に

突
入
し
、
未
曽
有
の
事
態

に
直
面
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
鶴
岡
市
は

「
水
道
事
業
の
広
域
化
」

の
検
討
を
進
め
て
お
り
、、

共
産
党
市
議
団
で
は

日
13

市
上
下
水
道
部
長
か
ら
聞

き
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

山
形
県
は
、
県
内
４
圏

（

、

、

、

域
村
山
最
上
置
賜

庄
内
）
ご
と
に
、
広
域
連

携
等
の
方
向
性
を
示
す
と

し
て
い
ま
す
。

庄
内
で
は
す
で
に
、
県

が
主
催
す
る
庄
内
圏
域
水

道
事
業
広
域
連
携
検
討
会

で
、
広
域
化
に
よ
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

庄
内
圏
域
で
は
、
水
需

要
は

年
後
の
令
和

年

22

27

に
は
約

％
減
少
（
平
成

38

年
対
比
）
し
、
設
備
更

29新
は
、
令
和
元
年
か
ら
27

年
間
で
約
１
２
３
４
億
円

が
必
要
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
状
の
単

独
事
業
の
ま
ま
推
移
す
れ

ば
、
供
給
単
価
（
／
㎥
）

は
２
０
７
円
か
ら
４
８
１

円
に
、
倍
以
上
に
な
る
と

し
て
い
ま
す
。

水
道
の
広
域
化
を
進
め

た
場
合
、
２
市
１
町
（
遊

佐
町
は
単
独
水
源
の
た
め

＝
水

除
く
）
の
事
業
統
合

で
は
、
供
給
単
価

平
統
合

、

が
４
０
３
円
に
抑
え
ら
れ

さ
ら
に
県
企
業
局
の
広
域

水
道
用
水
供
給
事
業
（
月

山
ダ
ム
・
田
沢
川
ダ
ム
）

＝
水
平
垂
直
統

と
の
統
合

の
場
合
で
は
、
３
８
５

合円
ま
で
抑
制
で
き
る
と
試

算
し
て
い
ま
す
。

最
上
川
か
ら
取
水
し
て

い
る
小
牧
浄
水
場
は
昭
和

５
年
に
設
置
さ
れ
、
昭
和

年
に
建
設
さ
れ
た
急
速

33ろ
過
池
は
、
す
で
に

年
60

が
経
過
し
て
更
新
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。

広
域
化
に
よ
り
、
小
牧

浄
水
場
を
廃
止
し
て
経
費

節
減
し
、
朝
日
浄
水
場
の

水
を
送
り
、
稼
働
率
（
現

状

％
）
を
高
め
る
こ
と

43
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和

年
度

16

ま
で
の
時
限
事
業
で
あ
る

「
水
道
事
業
運
営
基
盤
強

」

、

化
推
進
事
業
で

年
間

10

交
付
率
３
分
の
１
の
国
交

付
金
を
活
用
し
、
設
備
投

資
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

他
県
で
は
広
域
化
・
民

営
化
を
セ
ッ
ト
で
進
め
て

い
ま
す
が
、
鶴
岡
市
は
民。

営
化
を
否
定
し
て
い
ま
す
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（月２００円程度）
2月 33人 23,880円
1月 27人 21,070円

水
道
事
業
は
苦
難
の
道
に
あ
る

広
域
化
で
月
山
ダ
ム
の
稼
働
率
を
高
め
る

村
の
四
季

34
鈴
木
重
雄(

八
色
木)

稲
の
花
咲
く
頃

村
で
は
、
お
盆
だ
の
、

お
祭
り
だ
の
と
忙
し
く
過

ご
し
て
い
る
頃
、
田
ん
ぼ

の
稲
は
大
切
な
時
期
で
あ

る
。６

、
７
月
の
日
照
り
が

多
い
ほ
ど
稲
の
成
長
が
良

く
、
８
月
初
旬
に
な
る
と

稲
の
早
生
種
は
出
穂
期
に

な
る
。

稲
は
穂
が
出
る
と
思
う

と
、
晴
天
な
ら
翌
日
か
ら

花
が
咲
き
始
め
る
。

稲
の
花
は
小
さ
く
、
あ

ま
り
美
し
く
な
い
の
で
、

農
家
以
外
の
人
た
ち
は
あ、

ま
り
関
心
な
い
よ
う
だ
が

よ
く
見
る
と
稲
の
花
も
美

し
い
と
思
う
。

稲
の
花
咲
く
時
期
は
田

ん
ぼ
に
入
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
天
気
や
水

管
理
に
注
意
し
て
い
る
。

開
花
期
は
水
を
好
む
の

で
、
深
水
し
て
潅
水
、
排

水
を
繰
り
返
し
、
水
分
補

給
と
土
壌
の
中
ま
で
酸
素

を
補
給
し
て
ゆ
く
。

八
栄
島
地
区
は
因
幡
堰

の
末
流
な
の
で
、
上
流
か

ら
の
給
水
が
悪
い
の
で
、

鍬
頭
は
毎
晩
の
よ
う
に
協

議
し
て
い
た
。

、

今
は
圃
場
も
整
備
さ
れ

パ
イ
プ
灌
漑
に
な
っ
た
の

で
、
水
道
栓
を
開
け
る
だ

け
で
給
水
さ
れ
、
便
利
な

時
代
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
は
、
田
ん
ぼ
の

。

雑
草
も
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る

農
家
に
と
っ
て
大
敵
で

あ
る
雑
草
も
、
水
中
に
咲

く
花
は
本
当
に
き
れ
い
だ

と
思
う
。
オ
モ
ダ
カ
、
コ

ナ
ギ
、
ミ
ズ
ア
オ
イ
、
ウ

リ
カ
ワ
な
ど
、
園
芸
店
で

売
っ
て
い
れ
ば
鑑
賞
し
た。

い
と
思
う
く
ら
い
で
あ
る

今
は
雑
草
も
、
除
草
剤

の
進
歩
で
見
る
こ
と
が
な

く
な
っ
た
。

（
オ
モ
ダ
カ
）

（
コ
ナ
ギ
）

（
ミ
ズ
ア
オ
イ
）

（
ウ
リ
カ
ワ
）

人口増を見込んだダム建設で稼働率が低下。広域化で朝日浄水場の水を酒田市へ



月
３
日
に
県
か
ら
示

12
さ
れ
た
鶴
岡
市
の
令
和
５

「

」

年
産
米
の
生
産
の
目
安

は
、
面
積
換
算
で
前
年
比

減
（
▲
０
・

％
）

38
ha

43

の
８
６
８
８

と
な
り
ま

ha

し
た
。

鶴
岡
市
農
業
振
興
協
議

（

）

会
会
長
・
皆
川
治
市
長

の
臨
時
総
会
が
３
日
、
グ

ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で
開

か
れ
「
生
産
の
目
安
」
の

、

配
分
方
法
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た

国
の
「
産
地
交
付
金
」

配
分
額
が
大
幅
な
減
額
が

見
込
ま
れ
る
と
し
て
、
転

作
作
物
の
助
成
・
加
算
単。

価
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す

枝
豆
は
、
基
本
助
成
が

㌃
１
万
８
千
円
か
ら
１

10万
１
４
０
０
円
に
、
大
豆

の
団
地
加
算
は
、
１

～
ha

２

が
６
０
０
０
円
か
ら

ha
５
３
０
０
円
に
、
２

以
ha

上
が
８
０
０
０
円
か
ら
７

０
０
０
円
に
な
ど
、
軒
並

み
減
額
で
す
。

自
公
政
権
の
農
業
つ
ぶ

し
に
選
挙
で
反
撃
で
す
。

生
活
防
衛
の
戦
い
を

前
回
は
、
年
金
の
貰
う

額
が
減
っ
て
社
会
保
険
料

が
増
え
て
い
た
事
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
あ
な

た
の
も
同
じ
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
去

年
と
今
年
は
物
価
高
騰
が

生
活
直
撃
な
の
に
、
年
金

を
最
大
０
・
６
％
削
減
す

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
物
価
が
上
が
っ

て
も
年
金
を
上
げ
な
い
マ
「

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
を

発
動
し
よ
う
と
す
る
た
め

だ
と
い
う
。
受
け
取
る
金

額
は
前
年
よ
り
も
多
少
増

え
て
い
て
も
、
削
ら
れ
た

後
の
金
額
に
な
る
の
だ
。

▲
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

と
は
「
年
金
財
政
の
収
支

、

を
均
衡
さ
せ
る
」
い
う
名

目
の
も
と
、
毎
年
度
の
公

的
年
金
額
の
改
定
率
を
、

物
価
や
賃
金
の
伸
び
率
よ、

り
も
低
く
抑
え
る
こ
と
で

公
的
年
金
額
を
目
減
り
さ

せ
て
い
く
仕
組
み
。
こ
れ

に
よ
っ
て
自
公
政
権
は
、

２
０
４
０
年
時
点
で

兆
25

円
と
な
る
基
礎
年
金
を
７

兆
円
削
る
こ
と
を
目
論
ん

だ
も
の
ナ
ン
ダ
ト
。

▲
今
働
い
て
い
る
人
た
ち

に
年
金
財
政
を
残
し
て
い

く
た
め
に
年
金
の
支
給
額

を
減
ら
し
て
い
く
ん
だ
と

説
明
し
て
き
た
ん
だ
が
、

毎
年
物
価
に
追
い
つ
か
な

い
年
金
で
、
彼
ら
が
本
当

に
年
金
を
貰
う
時
は
、
年

金
で
生
活
出
来
る
ん
だ

か
？
削
っ
た
７
兆
円
で
年

金
財
政
が
豊
か
に
な
る
ん

だ
か
？
政
府
が
い
う
退
職

後
２
千
万
円
必
要
と
し
た

額
は
ど
う
変
わ
る
ん
だ
？

▲
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
年
金

が
下
が
る
と
言
っ
て
全
国

的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
起
き

て
い
る
。
日
本
だ
っ
て
、

年
金
が
下
が
る
と
い
う
全

国
民
的
な
問
題
な
の
に
、

日
本
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
も

出
来
な
い
ん
だ
か
ら
変
な

国
だ
ヨ
。
生
活
が
苦
し
い

と
不
満
を
言
い
な
が
ら
、

選
挙
に
な
る
と
自
公
に
票、

が
一
杯
は
い
る
ん
だ
か
ら

。

俺
に
は
不
思
議
な
ん
だ
が

連
合
は
労
働
者
総
決
起
の

時
だ
が
（
石
川
）

。

日
農
県
連
で
あ
り
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
１
９
３
１

年

月
７
日
結
成
さ
れ
た

11
県
教
育
労
働
者
組
合
で
あ

る
。世

界
の
教
員
労
働
組
合。

運
動
は
ど
う
で
あ
っ
た
か

、

第
一
次
世
界
大
戦
の
後

フ
ラ
ン
ス
教
員
連
盟
が
中

心
に
教
育
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
を
創
立
し
た
。
世

界
の
教
員
組
合
と
密
接
な

つ
な
が
り
が
あ
る
だ
け
で

な
く
、
人
民
の
教
育
学
の

確
立
、
教
師
と
児
童
の
解

放
も
主
張
し
て
い
た
。
そ

正
９
）
頃
か
ら
国
内
外
の

運
動
の
高
ま
り
と
、
戦
後

景
気
の
物
価
高
騰
の
な
か

で
、
教
員
月
給
の
釘
づ
け

を
辞
め
ろ
と
い
う
全
国
的。

運
動
が
皮
切
り
で
あ
ろ
う

こ
の
よ
う
な
情
勢
で
、
埼

玉
・
東
京
を
地
盤
に
。
１

９
１
９
年
、
下
中
弥
三
郎

が
作
っ
た
日
本
教
員
組
合

啓
明
会
は
草
分
け
と
な
っ

た
。

（Wikipedia

よ
り
、
下
中

弥
三
郎
）

ひ
と

村
山
俊
太
郎
・
ひ
で
夫
妻

青
山

崇

１
９
２
９
年
（
昭
和
４
）

頃
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
師
へ
の

野
蛮
な
仕
打
ち
は
、
県
内

各
地
で
起
こ
っ
て
い
た
。

闘
う
組
織
の
必
要
は
、
進

ん
だ
人
び
と
の
間
で
強
く

要
望
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
時
に
県
労
農
組
織

の
先
頭
で
闘
っ
て
い
た
の

は
、
谷
地
を
中
心
と
す
る

し
て
終
始
反
戦
闘
争
を
貫

き
、
そ
の
中
で
最
も
注
目

す
べ
き
は
１
９
２
８
年
10

月
、
第
一
次
世
界
大
戦
14

周
年
に
当
っ
て
出
さ
れ
た

第
２
次
世
界
大
戦
の
危
機

に
対
す
る
長
文
の
反
戦
メ

ッ
セ
ー
ジ
「
新
帝
国
主
義

の
脅
威
と
闘
争
せ
よ
」
で

あ
る
。

私
は
こ
れ
を
山
高
社
研

で
読
み
、
大
い
に
共
鳴
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
際
的
な

教
育
運
動
の
中
で
、
わ
が

国
の
教
育
運
動
は
ど
う
だ

っ
た
ろ
う
か
。

第
１
次
大
戦
後
の
１
９

１
９
～
１
９
２
０
年
（
大

俊
太
郎
論
文

県
教

員
労
働
組
合
の
過
去

と
現
在
②

東
北
の
本
県
も
同
じ
で

あ
っ
た
。
今
で
は
笑
え
る

話
だ
が
、
俊
太
郎
が
年
賀

状
に
書
い
た
「
教
育
労
働

者
」
を
問
題
に
し
、
校
長

は
依
願
退
職
を
書
け
と
言

う
の
だ
。
論
争
の
結
果
俊

太
郎
の
勝
利
と
な
っ
た
。

令
和
５
年
産
米
の
生
産
の
目
安

水稲作付率の調整状況

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 増減

鶴岡 65.5 65.2 65.6 62.9 60.0 58.4 58.3 58.2 60.6 60.4 58.9 56.1 55.8 ▲0.3

藤島 68.6 67.9 67.8 64.3 61.3 58.3 58.3 58.3 62.2 62.1 60.6 57.8 57.6 ▲0.2

羽黒 64.4 64.5 65.0 62.3 60.2 58.0 57.8 57.7 60.5 60.3 58.9 56.0 55.8 ▲0.2

櫛引 63.5 63.8 64.4 62.0 59.8 57.7 57.5 57.6 60.8 60.7 59.2 56.3 56.0 ▲0.3

朝日 64.1 64.0 64.6 62.0 59.5 57.7 58.2 58.1 60.1 59.9 58.5 55.7 55.5 ▲0.2

温海 55.4 57.1 59.1 58.3 57.3 56.7 56.6 56.7 58.4 58.4 57.0 54.5 54.1 ▲0.4

全市 65.3 65.1 65.5 62.8 60.2 58.1 58.1 58.1 60.8 60.7 59.2 56.4 56.1 ▲0.3

※本表は、均等配分に係る作付率に傾斜配分を加味した作付率で、地域別の平均値です。


